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平成２３年度豊田市区長会総務委員会

　総務委員会報告書
今年度の総務委員会では、取組の方向性として地区ごとにテーマを洗い出し、テーマごとに小委員会を設置して研究を行いました。

自治区間の情報共有によって解決を図れるもの、市へ要望して解決を図るものを別紙にまとめましたので報告します。
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１　防犯委員会

◎山口　憲一　　○三岡　義和　　　羽田　知　　　　重吉　祐
近藤　一郎　　　須藤　研二　　　宇野　祥敏　　　太田伊津夫
各自治区の実情を踏まえた防犯体制の確立

※ハード面、ソフト面の両方からの防犯意識を高める

１　現状
各自治区で防犯活動を行っているが、犯罪が減るどころか増加傾向にある。

２　ハード面での対応策･･･現状行っていること、今後に参考となる事項

（１）各自治区での取組事項（※重点取組事項）

※① 自主防犯パトロールの充実・強化
　　各自治区で防犯隊を結成し活動しているが、規模を大きくする 

　　参考：防犯活動への登録　⇒５００人を超える地域もあり、犯罪も少ない。
※② 防犯看板、防犯ブザー等の設置の推進（時期がきたら更新する事も必要）
※③ 青パト巡回を増やす･･･青パト認定を取りやすくすることを依頼
4 自転車に防犯のロゴを付けて日常活用する･･･１０台（区活用の地区有）
5 「門灯の終夜点灯」の推進･･･防犯灯の行き届かないエリアに有効
6 防犯灯の増設
（２）市、警察へ協力を要請する事項（※重点取組事項）

※① 警察力を倍増させる･･･自治区での活動には限界有
※② 防犯カメラ（ダミー含む）の設置･･･設置効果は絶大
・一般向けのカメラ設置には地区条例等の制定が必要で難解（個人のエリアは可）
・「防犯カメラ作動中」のラベルとダミーカメラでも抑止力有

３　ソフト面での対応策･･･現状行っていること、今後に参考となる事項

　　※区民の防犯意識高揚策としてコミュニティ活動は開催頻度が多い方がいい
1 防犯講習会等各種防犯セミナーを開催し呼びかける･･･１回／年必須

2 交推協のような小学校単位で活動できる“防犯推進協議会（仮称）”を立ち上げる

3 小学校区で防犯標語、防犯ポスターの募集と掲示、表彰･･･交推協と協賛等

4 「あいさつ運動」の実施でコミュニケーションづくり･･･防犯にも効果大

5 「各種ふれあい行事」を実施しコミュニケーションづくり･･･自治区の原点

6 「区長だより」を発刊（１回／月）して区民に呼びかける･･･区の現状、方向性を示す

　　・「地域だより」でも防犯について記載し意識の高揚を呼びかける･･･４～５回／年
7 ゴミ分別講習を定期的に開催し、併せて防犯を呼びかける

※ゴミ分別（ゴミ問題）がしっかり出来ている地区は犯罪も少ない

8 「区民の合言葉」を作成し、各会合時唱和や日常声かけすることの実践

※家内に居ないで外に出ることの推進　→人通りが多くなり防犯の一策

※総じて地域の領域性を高めるためのコミュニティ活動の活性化は重要！

各地域での防犯活動の参考ツールとしていただきたいと思います。


２　防災委員会

◎米澤　正純　　○峯　光義　　　澤田　数衛　　　林　金吾　　　加納　基二

被災時の一人暮しの高齢者対策

１　現状
1 区民台帳（要援護者台帳含む）の整理が完成されていない。

2 避難場所・避難経路の周知が不足している。
２　被災時の問題点
1 一人暮しの高齢者・施設に入っている高齢者の把握が難しい。

2 一人暮しの高齢者は、ＳＯＳの発信が難しい。

3 避難場所（小学校等）の鍵の受け渡しが難しい。

避難経路中、低地があり移動に適さない箇所がある

３　改善提案
（１）各自治区での取り組み事項･･･区民台帳を整理・完成し、避難場所・経路を周知する。
組長・役員が敬老会・回覧配布を利用し本人に直接手渡し情報収集すると同時に避難をすることに関係する団体とも意見を聞き実態にあうよう検討・実施する。

（２）市に協力要請する事項･･･一人暮しの高齢者が被災時のＳＯＳの手段を提供する。
呼ぶ笛（ホイッスル）と緊急医療情報キットを対象者に配布する。


３　区長業務検討委員会

◎阪口　盛正　　○中野　芳之　　　日高　孝春　　　鶴田　正己
稲垣　壽男　　　鈴木　正臣　　　勝上佐智夫

自治区規模の研究

１　現状
1 「広報とよた」など配布物を家で整理して組長に届けなければならない。時には、家族にも手伝わせている。

2 自治区規模が100世帯以下だと区長手当があまりにも少ないため担い手がない。区長手当等の市からの補助制度が必要。

3 自治区規模が100世帯以下では自治区の役員等の後任者の選任が難しくなり、地域、自治区の運営が困難となる恐れがある。

4 区民のボランティア意識が低くなっていることから極端な後継者不足と役員等が何度も回ってくる悩みがある。

5 区長業務内容は自治区規模の大小で変わりない。小規模自治区では事務員が配置できない。

6 区事務所がないことから苦情処理対応や配布物の整理まで家で対応することが負担に感じる。
２　標準自治区（400～800世帯）以下の自治区規模の合併についての問題点
1 地区の区長会で事務員を雇い「広報とよた」などを区事務所で処理する体制にしたいが事務所が確保できない。
2 小規模な自治区の区政が後継者難等で継続が危ぶまれている。自治区同士の合併について行政の支援体制が十分でない。
３　改善提案

地区区長会の課題として標準自治区以下の自治区を町内会に位置付け、合併後の区事務所の設置と事務員の確保について市が物心両面から支援することを要望する。また、今後は町内会の位置付けも課題となると思われる。


配布物（区長便、回覧等）の内容見直し

１　現状
1 平成２２年度の区長便で配達された文書は全部で126件。このように多くの文書を配布するのが負担である。

2 「広報とよた」の配布も決められた日であり負担である。
２　配布文書と広報とよたの問題点
1 担当者の自己満足的な単なる啓発文書が多い。
2 文書の有効性を考慮することなく、前例に倣って繰り返し配布される文書が多い。
3 特定の市民を対象とした文書があり、住民の関心度から言って効果的でないものがある。
4 広報とよたの月２回の配布が負担である。特に８月と１月は配布日が近く内容をみても月１回にできるのでは。
5 広報内容はイベント内容が大半であり、必要性の高い予防接種などのこと以外は住民の関心が低い。
6 情報伝達手段が多様化している現在、配布文書等の効果も考えてほしい。

３　改善提案
1 過去３ヵ年に豊田市及び関係機関から自治区区長宛に配達された全ての文書をリストアップして、利用基準から外れた文書は、広報とよた掲載等、他の情報提供手段で対応する。

2 新たに発生する文書については、区長便利用基準の設定に合わせ「区長便利用審査基準」を設け、利用の可否を審査することで区長等の配布負担を減らす。
3 広報とよたの月２回を１回にする方向で見直す。

第１ステップ　夏の盆と年末年始の時期は変則配布されているので８月１日の合併号と１月１日の合併号として月１回に改善することをお願いする。

第２ステップ　５月号も同様。

各種委員の選任事務の負担の軽減について

１　現状
1 民生委員等の選任の依頼が区長にくるが、小規模の自治区では区長は人柄等よく分かるが適任者が少ない。

2 大規模な自治区では区長は人柄等がよく分からない状況である。
２　選任事務の依頼の問題点

区長としては選任の経験がない人が多い。

３　改善提案
依頼時に該当自治区内の候補者が分かれば資料提供してほしい。


４　まちづくり委員会
◎鈴木　晴雄　　○杉浦　隼伍　　　狩野　隆　　　　越本　政雄
浅見富士男　　　上田　公夫　　　今泉　佳己
若者の定住対策（促進）

１　現状
少子高齢化による人口の減少で過疎化が心配される。特に若者（児童・生徒含む）の減少も歯止めが掛からない。
２　解決すべき問題点
1 住居（空き家が出ている。若者向けの住居がない。二世帯同居は嫌だ）

2 働き場所がないので外に出て行ってしまう。

　　※通勤時間、遠い道路事情（道路幅員が狭い等）、交通アクセスの悪さ

3 商店街や公共施設等を含めた魅力ある街になっていない。

4 農林業、商業含めた後継者不足

３　改善提案

（１）行政の取組との共働
①　空き家バンクの登録。地域の事情に合わせ、情報の交換・共有して紹介し合う。

低価格を売りにして若者向けの住宅の増設。

観光等をＰＲして地域の街の良さを知ってもらい人を寄せる方策を立てる。

②　地域で情報を発信し合い（商工会等で窓口となり）ミニハローワーク的なもので仕事を与えていく。（例：地域予算提案事業等を活用）
（２）魅力あるまちづくりの推進

 観光協会、商工会、定住促進会議体等で我が町の良さ、魅力あるまちづくり、環境整備を行っていく。

（３）地域の意見の集約
各地域で定住についての会議体、専門委員会等が組織化されており、それぞれ活動されているので、その情報を交換・共有して相互に検討して各種問題の解決にあたっていく。

環境美化　綺麗で整った自治区で生活するうえで望ましい環境美化について

１　現状
　自治区の環境美化は、地域によって知恵を出し合って花の植栽、公園などの整備、道路排水路の清掃等、様々な取組が行われていますが、長年各自治区も苦慮している。

２　ゴミ処理で問題となっている点

1 ゴミの分別では、特に外国人、独身者、賃貸住宅入居者のマナーが悪い。

2 ゴミの不法投棄は、分別しなく夜間ゴミステーション、通勤途中に道路・田畑に飲み物の缶などポイ捨て、河川敷、広場への自転車・家電製品を投棄。

3 カラス、猫等の動物によるゴミの散乱。

4 ゴミステーションの設置場所、構造、周辺の清掃。

5 市のゴミの分別区分の周知徹底不足。

３　ゴミの処理の解決策

（１）地域の事情に応じたＰＲ
市の分別区分についての周知徹底は、パンフレットなど一定のＰＲがされているが、地域の事情について市側と連絡調整を行い、ＰＲが不足していると考えられるものの周知を図る。（特に外国人向けの説明書を配布）

（２）不法投棄問題の検討
①　ゴミの不法投棄は、個人個人の道徳の問題と考えるので、教育として、家庭、学校、職場で継続的に指導を図る旨、市側から各機関へ依頼する。

②　不法投棄物の処理は、現在自治区から要請があれば市で処理願えるが、ゴミステーションに分別なく不法投棄された物は、ステーションを管理している地区住民が過大な労力を費やして処理しているのが現状であるので、市側に自治区状況を十分伝えて不法投棄物は集積し市側で分別するなど検討する。

③　ゴミステーションの設置場所は、道路に面した場所は不法投棄されやすいので位置の　　検討、構造は住民が管理しやすく、且つ、鳥・動物が散乱できない施設で検討する。

（例えば施錠することができる施設について、市と協力して検討する。）

（３）住民の輪番制
ゴミステーションの管理は、周辺の清掃、無分別の確認及び指導、指定日時の厳守を図るため住民の輪番制など協力を求める。

ゴミ処理問題は、自治区として何時までたっても解決できない事項であるが、住民の皆様が生活しているところは綺麗で環境の整った「まちづくり」となるよう皆が協力して取組たいと考えます。




防犯抑止力最強
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